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 台湾向けりんごは、２００２年の台湾ＷＴＯ加盟を契機に、それまでの輸入割当制

（２，０００トン）が廃止され、原則自由貿易となったことから順調に輸出量を増や

し、２００６年に２万トンを超え、２００７年には最大の２３，８７８トンを記録し

ている。しかし、２０１０年から減少に転じ、２０１１年産では国内相場の高騰と超

円高の影響を受けて、台湾がＷＴＯ加盟後初めて１万トンを割る水準まで減少してい

る。（表１） 

 青森リンゴの主な輸出先の台湾には世界中から年間１４万トン（２０１０年産）程度が１年を

通して輸入されている。日本産と競合するのはアメリカ（４９千トン）韓国（５千トン）など北半球

の国々である。南半球の国でも端境期に一部競合している。 

 青森リンゴの代金決済は円建てとなっているので、円高の影響は台湾側輸入業者にとっ

ては収益性を悪化させる大きな要因となっている。ここ６カ年の台湾ドルとアメリカドル（ｕｓ

ｄ）、韓国ウォン（ｋｒｗ）、日本円（ｊｐｙ）の為替変動率を日本からの台湾向け取引の最盛期で

ある１２月１日で整理したものを表２及び図１に示している。US ドル、韓国ウォンともに台湾ド

ルに対して安値で推移しているのに対して、日本円は２００５年対比で３割を上回って円高

が進んでいる。 

 もちろん、各産地の作柄や品質、品種構成、輸出国の相場など多くの要素が絡んで各国

からの輸入数量が決まっており、単に為替レートだけに左右されることはないが、現在の極

端な円高水準は、確実に日本産リンゴの競争力を失わせていることは間違いない。このまま

の円高水準が続くと、今後の日本産リンゴの取引量減退が懸念されているが、有効な打開

策が無いことが大きな課題となっている。 

 

表１ 台湾向け輸出量の推移 

年 産 台湾向け 

１９８９ ４００ 

１９９８ １，７５６ 

２００１ ５，５２２ 

２００２ １１，２１３ 

２００３ １４，９９４ 

２００４ １０，１２５ 

２００５ １８，０８３ 

２００６ ２２，３１８ 

２００７ ２３，８７８ 

２００８ ２０，４９８ 

２００９ ２１，６５６ 

２０１０ １５，９１２ 

２０１１ ８，４３３ 



 

表２ 日本円為替時系列データ 
 

 
jpy usd twd krw 

2011.12.1 1.000  78.316  2.601  0.070  

2010.12.1 1.000  80.590  2.628  0.072  

2009.12.1 1.000  91.330  2.798  0.076  

2008.12.1 1.000  98.265  2.984  0.076  

2007.12.1 1.000  115.470  3.580  0.126  

2006.12.1 1.000  116.851  3.516  0.122  

2005.12.1 1.000  115.780  3.451  0.111  
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毎年の１２月１日を表示 

図１ 台湾ドル変化率 
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